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春
日
蔵
首
老
伝
考

萬
葉
集
人
物
伝
研
究
（
七
）

川

上

富

吉

は

じ

め

に

萬
葉
集
に
お
け
る
帰
化
系
歌
人
の
一
人
で
あ
る
「
春
日
蔵
首
老
」
に
つ
い
て
の

伝
記
考
証
を
し
て
み
た
い
。

一
、「
蔵
首
」
に
つ
い
て

春
日
蔵
首
老
の
伝
記
と
作
品
を
、
簡
略
に
一
覧
す
る
に
便
利
な
、
中
西
進
・
辰

巳
正
明
・
日
吉
盛
幸
編
『
万
葉
集
歌
人
集
成
』（
講
談
社
。
一
九
九
〇
年
）
に
拠
っ

て
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

か
す
が
の
く
ら
の
お
び
と
お
ゆ

春
日
蔵

首
老
（
弁
基
・
春
日
・
春
日
蔵
）

げ
ん
ぞ
く

法
師
名
は
弁
基
（
万
）。
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
三
月
還
俗
し
、
姓
を
春

日
倉
首
、
名
を
老
と
賜
わ
り
、
追
大
壱
を
受
け
る
（
続
紀
）。
大
宝
元

（
七
〇
一
）
年
九
月
持
統
太
上
天
皇
の
紀
伊
行
幸
に
従
駕
す
る
（
万
）。

和
銅
七
（
七
一
四
）
年
一
月
正
六
位
上
よ
り
従
五
位
下
と
な
る
（
続
紀
）。

懐
風
藻
に
五
言
詩
一
首
が
載
り
、
従
五
位
下
常
陸
介
年
五
十
二
と
記
す
。

常
陸
国
風
土
記
の
編
纂
に
も
関
与
し
た
か
。
歌
数
八
首
（
短
歌
）

し
ん
ち
う

お
ほ

き

す
め
ら
み
こ
と

い
で
ま

或
る
本
の
歌
（
大
宝
元
年
辛
丑
の
秋
九
月
に
、
太
上
天

皇
の
紀
伊
国
に
幸
し

し
時
の
歌
�
五
四
〜
五
六
の
う
ち
の
一
首
）

へ

１

五
六

河
の
辺
の
つ
ら
つ
ら
椿
つ
ら
つ
ら
に
見
れ
ど
も
飽
か
ず
巨
勢
の

春
野
は右

の
一
首
は
春
日
蔵
首
老

み
の

の

む
ら
じ

か

も
ろ
こ
し

三
野
連
〔
名
闕
け
た
り
〕

唐
に
入
り
し
時
に
、
春
日
蔵
首

老
の
作
れ
る
歌

つ

し
ま

わ
た
な
か

ぬ
さ

と

は
や

こ

１

六
二

あ
り
ね
よ
し
対
馬
の
渡
り
海
中
に
幣
取
り
向
け
て
早
帰
り
来
ね

春
日
蔵
首
老
の
歌
一
首

い
は

れ

は
つ

せ

い

つ

よ

３

二
八
二

つ
の
さ
は
ふ
磐
余
も
過
ぎ
ず
泊
瀬
山
何
時
か
も
越
え
む
夜
は

ふ更
け
に
つ
つ

春
日
蔵
首
老
の
歌
一
首

や
き

つ

へ

す
る

が

あ

べ

い
ち

ぢ

あ

３

二
八
四

焼
津
辺
に
わ
が
行
き
し
か
ば
駿
河
な
る
阿
倍
の
市
道
に
逢
ひ

こ

し
児
ら
は
も

す
な
は

こ
た

春
日
蔵
首
老
の
即
ち
和
へ
た
る
歌
一
首
（
丹
比
真
人
笠
麿
の

紀
伊
国
に
往
き
て
勢
の
山
を
越
え
し
時
に
作
れ
る
歌
一
首
�

二
八
五
）

よ
ろ

せ

お

き

せ

い
も

３

二
八
六

宜
し
な
へ
わ
が
背
の
君
の
負
ひ
来
に
し
こ
の
勢
の
山
を
妹
と

は
呼
ば
じべん

き

弁
基
の
歌
一
首

ま
つ

ち

や
ま
ゆ
ふ

い
ほ
さ
き

す
み

た

か
は
ら

ひ
と

ね

３

二
九
八

亦
打
山
夕
越
え
行
き
て
廬
前
の
角
太
河
原
に
独
り
か
も
宿
む

―１―（ ）１



ほ
ふ
し

右
は
或
は
云
は
く
「
弁
基
は
春
日
蔵
首
老
の
法
師
の
名
な
り
」

と
い
へ
り
。

春
日
の
歌
一
首
（
柿
本
朝
臣
人
麿
の
歌
集
）

み
つ
か
は

ふ
ち

せ

さ

で

こ
ろ
も

で

ほ

こ

９

一
七
一
七

三
川
の
淵
瀬
も
お
ち
ず
小
網
さ
す
に
衣
手
濡
れ
ぬ
干
す
児

は
無
し
に

春
日
蔵
の
歌
一
首
（
柿
本
朝
臣
人
麿
の
歌
集
）

て

か
く

は

と
ま
り

し

９

一
七
一
九

照
る
月
を
雲
な
隠
し
そ
島
か
げ
に
わ
が
船
泊
て
む
泊
知
ら

ず
も

せ
う
べ
ん

右
の
一
首
は
、
或
る
本
に
云
は
く
「
小
弁
の
作
な
り
」
と
い

あ
る

う

ぢ

な

へ
り
。
或
は
姓
氏
を
記
し
て
名
字
を
記
す
こ
と
な
く
、
或
は

な

い

う

ぢ

い

名
号
を
�
ひ
て
姓
氏
を
�
は
ず
。
然
れ
ど
も
古
記
に
依
り
て
、

す
な
は
つ
ぎ
て

も

す
べ

た
ぐ
ひ

し
も

便
ち
次
を
以
ち
て
載
す
。
凡
て
か
く
の
如
き
類
は
、
下
皆
こ

な
ら

れ
に
放
へ
。

注
（
１
）

と
あ
っ
て
、
近
現
代
の
テ
キ
ス
ト
類
で
、
姓
「
蔵
首
」
を
「
く
ら
の
お
び
と
」
と

訓
ん
だ
の
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
、
中
西
進
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文
付
（
一
）』（
講

談
社
文
庫
。
一
九
七
八
年
）
及
び
、
中
西
進
『
万
葉
集
事
典

万
葉
集
全
訳
注
原

文
付
別
巻
』（
講
談
社
文
庫
。
一
九
八
五
年
）
の
人
名
解
説
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
以

後
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
６
・
萬
葉
集
�
』（
小
学
館
。
一
九
九
四
年
）・

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１
萬
葉
集
一
』（
岩
波
書
店
。
一
九
九
九
年
）・
阿
蘇
瑞
枝

『
萬
葉
集
全
歌
講
義
①
』（
笠
間
書
院
。
二
〇
〇
六
年
）
が
「
く
ら
の
お
び
と
」
と

し
て
い
る
が
、
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
一
』（
集
英
社
。
一
九
九
五
年
）
は
「
く
ら

び
と
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
日
本
史
広
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
。
一
九
九
七
年
）

に
は
「
く
ら
の
お
び
と
」
と
あ
る
。

春
日
蔵
首
老
の
伝
記
考
証
に
当
っ
て
、
先
ず
は
、
姓
「
蔵
首
」
の
読
み
と
意
味

の
確
定
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

ノ
ヲ
フ
ト

ヲ

ノ

ノ

ヲ

『
拾
穂
抄
』
に
「
蔵
首
」、『
代
匠
記
』
精
に
「
賜
姓
春
日
倉
首
名
老
」、「
ク
ラ
ノ

フ

ヲ
（
ヒ
）
ト
」・『
万
葉
考
』
に
「
ク
ラ
ノ
オ
ホ
ト
」・『
改
證
』
に
「
ク
ラ
ビ
ト
」

と
あ
り
、
雅
澄
『
萬
葉
集
人
物
伝
三
』
に
、「
倉
人
」
と
し
て
『
春
日
蔵
首
老
』
と

「
高
安
倉
人
種
麻
呂
」
の
二
人
を
挙
げ

カ
ス
ガ
ノ
ク
ラ
ビ
ト
オ
ユ

春
日
藏
首
老
（
一
、
二
百
八
十
九
）

ノ

ガ

ノ

三
卷
に
、
辨
基
歌
云
々
、
古
註
に
、
或
云
、
辨
基
者
、
春
日
藏
首
老
之
法

ノ

ヲ

師
（
時
字
脱
か
、）
名
也
、
續
紀
に
、
大
寶
元
年
三
月
壬
辰
、
令
二

�
辨
紀

ニ

ヲ

ヲ

ノ

ト

ヲ

還
一
レ

俗
、
代
度
二

一
人
一

、
賜
二

姓
春
日
倉
首
、
名
老
一

、
授
二

追
大
壹
一

、
和

ノ

ハ

ヲ

銅
七
年
正
月
甲
子
、
正
六
位
上
春
日
倉
首
名
老
、
授
二

從
五
位
下
一

、
懐
風

ノ

藻
に
、
從
五
位
下
常
陸
介
春
日
（
藏
首
脱
か
、）
老
一
絶
、（
年
五
十
一
）

カ
バ
ネ

ク
ラ
ビ
ト

ク
ラ
ビ
ト

ク
ラ
ビ
ト

ク
ラ

ビ

ト

と
あ
り
、
藏
首
は
尸
な
り
、
藏
人
、
倉
人
、
椋
人
、
藏
毘
登
な
ど
書
た
る

ノ

ク

に
同
じ
、
ク�

ラ�

ビ�

ト�

と
訓
べ
し
、
な
ほ
古
事
記
傅
四
十
四
に
委
辨
へ
た
り
、

タ
カ
ヤ
ス
ノ
ク
ラ
ビ
ト
タ
ネ

マ

ロ

高
安
倉
人
種
麻
呂
（
七
、
二
百
二
十
九
）

ダ

傅
未
詳
な
ら
ず
、

と
し
、「
蔵
首�

」
と
「
倉
人�

」
と
を
区
別
せ
ず
同
一
の
姓
で
、
表
記
が
ち
が
う
と
い

ク

う
程
度
の
理
解
で
あ
る
。「
な
ほ
古
事
記
伝
、
四
十
四
に
委
辨
へ
た
り
」
と
し
、『
美

カ
バ
ネ

ム

夫
君
志
』
も
「
蔵
首
は
尸
な
り
、
ク
ラ
ヒ
ト
と
訓
べ
し
、
説
、
記
伝
巻
四
十
四

六
十
四
左

に
詳
な
り
」
と
し
て
い
る
。『
古
事
記
伝
』
四
十
四
之
巻
に
は
、

タ
ギ

マ

ノ

ク
ラ
ビ
ト

ヒ

ロ

ノ

ノ

○
當
麻
之
倉
首
比
呂
、
當
麻
は
姓
、【
大
和
國
葛
下
郡
な
る
當
麻
よ
り
出
た
る

カ
バ
ネ

ク

ラ

ビ

ト

カ
サ
ネ
タ
ル

姓
な
る
べ
し
、】
倉
首
は
尸
な
り
、
久
良
毘
」
登
と
訓
べ
し
、【

複

姓
に
は

ム

ノ
カ
バ
ネ

ノ
ク
ラ

非
ず
、
ク�

ラ�

ノ�

オ�

ビ�

ト�

と
訓
は
非
な
り
、】
此
尸
の
例
は
、
天
武
紀
に
次
田
倉

ビ
ト
ム
ク
タ
リ

ノ
ク
ラ
ビ
ト
オ
ユ

ノ
ク
ラ

人
椹
足
、
續
紀
二
に
春
日
倉
首
老
、【
萬
葉
一
に
も
見
ゆ
、】
十
一
に
河
内
藏

ビ
ト
オ
ビ
ト

マ

ロ

ノ
ク
ラ

ビ

ト

ノ
ク
ラ
ビ
ト
ヒ
ロ

ノ

人
首
麻
呂
、
廿
七
に
春
日
藏
毘
登
常
麻
呂
、
廿
九
に
白
鳥
椋
人
廣
、
卅
に
奏

ク
ラ
ビ
ト
ア
タ
ヌ
シ

ノ
ク
ラ
ビ
ト

ノ
ベ
ノ

倉
人
呰
主
、
萬
葉
十
九
に
高
安
倉
人
種
麻
呂
な
ど
見
え
、
姓
氏
録
に
も
池
上

ク
ラ
ビ
ト

ノ

ノ

椋
人
、
河
原
藏
人
、
日
置
倉
人
な
ど
あ
り
、【
字
は
い
ろ
�
�
に
書
た
れ
ど
も
、

ヒ

ト

ム

オ

ハ
ブ

オ

ビ

ト

皆
同
じ
尸
な
り
、】
首
を
毘
登
と
訓
は
、
淤
を
省
き
た
る
に
て
、
意
は
淤
毘
登

ノ

オ
ビ
ト

オ
ビ
ト

ヒ

の
意
な
り
、【
此
尸
、
凡
て
人
と
書
た
る
も
、
皆
首
の
意
な
り
、
さ
て
首
を
毘

ト

ノ

コ
ビ
ト

ノ

コ
ビ
ト

登
と
云
て
、
人
と
も
書
た
る
例
は
天
武
紀
に
忌
部
首
子
首
、
又
三
輪
君
子
首

コ
ビ
ト

ル

ヲ

メ
テ
オ
ビ
ト

な
ど
を
、
子
人
と
も
書
た
り
、
又
續
紀
卅
に
、
以
二

去
天
平
寶
字
九
歳
一

改
二

首

（ ）２―２―



フ
ビ
ト
ヲ

キ

ニ

ル
ガ

ヒ

ト
ト

ク

シ

テ

ニ

シ

フ

史
一

、
如
三

並
爲
二

毘
登
一

、
彼
此
難
レ

分
、
氏
族
混
雜
於
レ

事
不
レ

穩
、
宜
レ

從
二

本

ニ

レ

字
一

と
あ
る
、
是
も
首
を
毘
登
と
云
る
例
な
り
、
さ
て
右
の
文
に
九
歳
と
あ
る

ノ

オ
ヒ
ト

フ
ヒ
ト

は
五
歳
の
誤
な
り
、
天
平
寶
字
五
年
よ
り
此
時
ま
で
は
、
首
の
尸
も
、
史
の

ノ
ク
ラ
ビ
ト

尸
も
、
毘
登
と
記
せ
り
、】
さ
て
此
倉
首
と
云
尸
は
、
も
と
倉
の
事
に
仕
奉
れ

ノ
オ
コ

ヒ

ロ

る
よ
り
起
れ
り
、
其
起
り
古
語
拾
遺
に
見
え
た
り
、
比
呂
は
名
な
り
、

ム

と
あ
っ
て
、「
ク
ラ
ビ
ト
と
訓
む
べ
し
」「
ク
ラ
ノ
オ
ビ
ト
と
訓
は
非
な
り
」
と
し
、

「
倉
首
」
を
「
倉
人
・
蔵
人
・
蔵
毘
登
・
椋
人
」
と
「
い
ろ
�
�
に
書
き
た
れ
ど
、

皆
同
じ
尸
な
り
」
と
し
た
こ
と
に
従
っ
た
も
の
で
、「
蔵
（
倉
）
首�

」
と
「
蔵
（
倉
）

注
（
２
）

人�

」
の
表
記
「
首
」「
人
」
の
差
違
を
無
視
し
た
暴
論
と
し
か
言
え
な
い
が
、
本
居

宣
長
そ
の
人
や
『
古
事
記
伝
』
を
金
科
玉
条
と
す
る
幣
害
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
な

注
（
３
）

お
、『
古
語
拾
遺
』
に
は
雄
略
天
皇
朝
に
、
蘇
我
麻
智
宿
祢
に
、
斎
蔵
・
内
蔵
・
大

蔵
の
三
蔵
を
検
校
さ
せ
、
秦
・
漢
の
二
氏
を
、
内
蔵
・
大
蔵
の
主
鎰
・
蔵
部
と
し

た
と
あ
る
。
そ
の
「
蔵
部
」
を
指
す
か
。
岩
波
文
庫
本
の
訓
読
で
は
「
く
ら
ひ
と

べ
」
と
し
、「
令
制
の
大
蔵
省
の
「
蔵
部
六
十
人
」
と
あ
る
官
人
。」
と
注
し
て
い

る
。『
日
本
古
代
史
大
辞
典
』（
大
和
書
房
。
二
〇
〇
六
年
）
に
は
、

く
ら
べ
﹇
蔵
部
﹈

大
化
前
代
に
お
け
る
職
業
部
の
一
つ
。
倉
庫
管
理
を
つ
か

さ
ど
っ
た
。『
日
本
書
紀
』『
古
語
拾
遺
』
に
は
、
履
中
天
皇
朝
に
蔵
部
を
定

め
た
こ
と
が
み
え
る
。
大
宝
・
養
老
令
制
下
中
務
省
被
管
の
内
蔵
寮
と
大
蔵

省
に
所
属
す
る
伴
部
の
蔵
部
は
、
こ
の
流
れ
を
く
む
。
内
蔵
寮
は
、
天
皇
の

宝
物
や
日
常
用
い
る
物
品
の
調
達
・
保
管
・
出
納
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
官
司

で
、
蔵
部
（
定
員
四
〇
人
）
は
そ
の
出
納
実
務
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
大
蔵

か
ぎ
と
り

省
の
蔵
部
（
定
員
六
〇
人
）
は
、
主
鑰
の
命
を
う
け
て
大
蔵
省
の
正
蔵
の
開

閉
に
あ
た
っ
た
。

（
荊
木
美
行
）

と
し
、
別
に
「
倉
人
」
の
項
を
立
て
、

つ
か
さ

く
ら
ひ
と
﹇
倉
人
﹈

令
制
以
前
に
朝
廷
の
財
政
を
担
当
し
た
蔵
の
職
に
関
係

い
し
う
ら

し
た
氏
族
。
椋
人
・
蔵
人
と
も
。『
新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
諸
蕃
に
は
、
石
占

忌
寸
と
同
祖
で
阿
智
王
の
後
と
す
る
蔵
人
が
み
え
る
。
ま
た
同
書
右
京
諸
蕃

上
に
は
、
阿
祖
使
主
の
子
武
勢
の
後
と
す
る
椋
人
が
み
え
る
。
ま
た
同
書
右

あ

ち
の

京
諸
蕃
上
に
は
、
阿
祖
使
主
の
子
武
勢
の
後
と
す
る
椋
人
が
み
え
る
。
阿
智

お

み

使
主
を
祖
と
す
る
東
漢
氏
を
構
成
し
た
枝
氏
。

（
宮
永
廣
美
）

注
（
４
）

と
あ
る
が
、「
蔵
首
」
の
立
項
は
な
い
。
な
お
、『
日
本
書
紀
』
履
中
天
皇
六
年
条

に
、

く
ら
つ
か
さ

く
ら
ひ
と
べ

辛
卯
に
、
始
め
て
蔵
職
を
建
つ
。
因
り
て
蔵
部
を
定
む
。

と
あ
り
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
…
日
本
書
紀
②
』（
小
学
館
。
一
九
九
六
年
）

の
頭
注
に
、

令
制
で
は
、
中
務
省
内
蔵
寮
に
四
十
人
、
大
蔵
省
に
六
十
人
の
蔵
部
が
配
属

さ
れ
る
。
内
蔵
頭
や
大
蔵
卿
な
ど
の
四
等
官
の
下
に
あ
っ
て
財
政
の
事
務
を

担
当
す
る
下
級
官
人
。
令
制
が
整
備
さ
れ
る
以
前
か
ら
蔵
職
や
蔵
官
に
は
蔵

く
ら
ひ
と

部
が
従
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
倉
人
（
椋
人
）
と
呼

ば
れ
る
事
務
職
員
が
い
た
。
ク
ラ
ヒ
ト
ベ
の
訓
は
そ
れ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

く
ら
ひ
と
べ

く
ら
ひ
と

く
ら
ひ
と

と
あ
る
。
こ
の
令
制
の
下
級
役
人
で
あ
る
。「
蔵
部
・
倉
人
・
椋
人
」
の
上
官
に

「
頭
一
人
、
助
一
人
、
允
一
人
、
大
属
一
人
、
少
属
一
人
」
が
お
り
、
そ
れ
ら
が

「
蔵
職
・
蔵
官
」
で
あ
り
「
蔵
司
」
の
「
首
長
」
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
と
す
れ
ば
「
蔵
頭
（
ク
ラ
ノ
カ
ミ
）」・「
蔵
首
（
ク
ラ
ノ
オ
ビ
ト
）・「
蔵

長
（
ク
ラ
ノ
オ
サ
）」
と
表
記
、
呼
称
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

三
、
永
井
義
憲
説

「
蔵
首
」
を
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』・
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
人
物
伝
』
の
「
く
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ら
び
と
」
以
来
、
改
め
て
「
く
ら
の
お
び
と
」
と
し
た
の
は
、
先
に
挙
げ
た
講
談

社
文
庫
本
以
前
に
、
大
久
間
喜
一
郎
・
森
淳
司
・
針
原
孝
之
編
『
万
葉
集
歌
人
事

典
』（
雄
山
閣
。
一
九
八
二
年
）
の
「
く
ら
の
お
び
と
」（
執
筆
者
・
高
橋
六
二
）

で
あ
る
が
、
そ
の
解
説
中
、
参
考
文
献
と
し
て
唯
一
、
示
さ
れ
た
、

永
井
義
憲
「
南
法
華
寺
開
基
弁
基
」（
明
日
香
２８－

６
）

は
、
老
の
伝
記
考
証
に
と
っ
て
重
要
な
資
料
と
考
察
で
あ
る
。
管
見
で
あ
る
が
、

な
ぜ
か
、
万
葉
学
界
に
お
い
て
参
看
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
し
、
先
に
挙
げ
た
『
万
葉
集
事
典
』
の
人
名
解
説
・『
万
葉
集
歌
人
集
成
』
に
、

「
常
陸
国
風
土
記
の
編
纂
に
も
関
与
し
た
か
」
と
あ
る
の
は
、
永
井
論
文
を
参
照
し

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
右
の
「
明
日
香
」
誌
の
論
文
で
は
な

く
、
そ
の
論
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
『
日
本
仏
教
文
学
研
究
』
所
収
の
「
万
葉
歌

（
１
）

僧
弁
基
に
つ
い
て
」
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
老
に
関
す
る
永
井
義
憲
論
文
は
、

�『
南
法
華
寺
古
老
伝
』
に
つ
い
て
（『
宗
教
文
化
』
八
輯
。
一
九
五
二
年
）

�
南
法
華
寺
の
開
基
弁
基
と
常
陸
風
土
記
（「
豊
山
学
報
」
八
号
。
一
九
六
二
年
）

�
南
法
華
寺
開
基
弁
基
（「
明
日
香
」
二
十
八
巻
六
号
。
一
九
六
三
年
）

�
万
葉
歌
僧
弁
基
に
つ
い
て－

常
陸
風
土
記
の
作
者
か－

（『
日
本
仏
教
文
学
研

究
』
所
収
。
一
九
六
六
年
）

�
南
法
華
寺
の
開
基
弁
基
と
『
常
陸
風
土
記
』（『
日
本
仏
教
文
学
研
究
第
三
集
』

所
収
。
一
九
八
五
年
）

�『
南
法
華
寺
古
老
伝
』
に
つ
い
て
（『
日
本
仏
教
文
学
研
究
第
三
集
』
所
収
。

一
九
八
五
年
）

の
六
編
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
同
文
か
重
複
が
あ
っ
て
、
�
「
明
日
香
」
誌
の
も
の

は
、『
常
陸
風
土
記
』
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
�
の
前
半
部
の
み
で
、『
常
陸
風

土
記
』
に
つ
い
て
は
そ
の
後
半
部
に
あ
る
。
こ
れ
ら
六
編
の
論
旨
の
紹
介
は
煩
を

注
（
５
）

避
け
、『
南
法
華
寺
古
老
伝
』
を
基
に
し
た
永
井
説
の
要
点
の
み
を
列
記
す
る
こ
と

に
す
る
。（『
常
陸
風
土
記
』
の
作
者
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
概
ね
賛
同
す
る

注
（
６
）

の
で
今
稿
で
は
割
愛
す
る
。）

�１
南
法
華
寺
開
基
が
弁
基
で
あ
る
こ
と
。

�２
弁
基
は
、
本
元
興
寺
に
あ
っ
た
天
平
年
中
の
籍
に
よ
っ
て
俗
姓
大
石
村
主
安

麻
呂
と
言
っ
た
こ
と
。

�３
弁
基
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
還
俗
し
た
春
日
倉
首
老
で
あ
ろ
う
。

�４
春
日
倉
首
老
は
、
春
日
倉
人
の
統
轄
首
と
し
て
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

�５
春
日
倉
首
老
は
、
新
羅
学
問
僧
の
出
身
で
あ
っ
た
。

�６
春
日
倉
首
老
は
、
左
大
臣
長
屋
王
を
め
ぐ
る
文
化
圏
の
一
人
で
あ
っ
た
。

の
六
項
に
な
る
か
と
思
う
が
、
�１
�２
、
�４
�５
�６
は
妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
首
肯
で

き
る
が
、
�１
�２
の
弁
基
と
�３
の
弁
基
が
同
一
人
物
で
あ
る
の
か
、
多
少
、
疑
義
が

あ
る
。

「
古
老
伝
」
の
弁
基
の
前
身
が
、
俗
姓
「
大
石
村
主
安
麻
呂
」
で
あ
っ
て
、
還
俗

後
、「
春
日
倉
首
老
」
と
な
る
こ
と
の
説
得
力
あ
る
論
証
が
ほ
し
い
。
ち
な
み
に
竹

内
理
三
他
編
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
第
七
巻
増
補
部
』（
吉
川
弘
文
館
。
一
九
七
七

年
）
の
「
大
石
村
主
安
麻
呂
」
の
項
に
は
、「
春
日
倉
首
老
を
み
よ
」
と
あ
る
の
み

で
、
説
明
は
な
く
、
同
『
第
三
巻
』（
一
九
五
九
年
）「
春
日
倉
首
老
」
の
項
に
、

大
石
村
主
安
麻
呂
の
言
及
な
し
。
ま
た
、
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考

證
篇
第
六
（
一
九
八
三
年
）
の
逸
文
〔
三
五
七－

逸
一
〇
〕
に
「
大
石
村
主
」
の

氏
は
あ
る
が
、
安
麻
呂
お
よ
び
老
に
つ
い
て
は
言
及
な
し
。

四
、
再
び
「
蔵
首
」
に
つ
い
て

な
お
、
永
井
論
文
�４
に
関
し
て
は
、

倉
人
に
つ
い
て
は
直
木
孝
次
郎
氏
の
綿
密
な
研
究
が
あ
る
。（『
日
本
古
代
国

（ ）４―４―



家
の
構
造
』
Ｐ
一
六
二
以
下
）

春
日
の
地
方
を
本
拠
と
す
る
地
方
豪
族
が
朝
廷
の
倉
の
事
務
に
関
与
す
る
や

う
に
な
っ
た
の
で
複
姓
の
氏
を
称
す
る
や
う
に
な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。（
前
掲
書
一
六
六
Ｐ
）

と
あ
る
が
、
直
木
孝
次
郎
『
日
本
古
代
国
家
の
構
造
』
を
援
用
す
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
近
著
『
日
本
古
代
の
氏
族
と
国
家
』（
吉
川
弘
文
館
。
二
〇
〇
五
年
）
所

収
の
「
河
内
の
渡
来
人
と
古
代
国
家
」
の
章
よ
り
関
連
考
察
を
引
用
し
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

ク
ラ
関
係
の
氏
族
に
注
目
す
る
理
由
は
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
四
年
（
宝

亀
元＜

七
七
〇＞

）
三
月
二
十
八
日
条
に
、

葛
井
・
船
・
津
・
文
・
武
生
・
蔵
六
氏
男
女
二
百
卅
人
、
供
二

奉
歌
垣
一

。

と
あ
り
、
蔵
氏
の
氏
人
が
文
・
武
生
の
氏
人
と
と
も
に
「
歌
垣
に
供
奉
」
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
時
の
天
皇
称
徳
は
こ
の
年
二
月
二
十
七
日
以
来
由
義

宮
（
河
内
国
若
江
郡
弓
削
郷
の
弓
削
行
宮
の
後
身
）
に
行
幸
・
滞
留
し
、
歌

垣
の
催
し
を
挙
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
葛
井
・
船
・
津
の
三
氏
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
が
、
蔵
氏
が
文
氏
及
び
文
氏
と
同
祖
の
伝
承
を
持
つ
武
生
氏

と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
蔵
氏
が
西
文
首
と
血
族
で
な
い
ま
で
も
、

同
族
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

そ
の
本
拠
の
地
の
候
補
に
羽
曳
野
市
の
蔵
之
内
（
古
市
郡
蔵
之
内
村
）
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
琳
寺
の
西
南
約
二
キ
ロ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
八
世
紀
の
文
献
に
姿
を
現
わ
す
春
日
倉
首
も
、

河
内
の
蔵
氏
と
同
族
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
氏

姓
を
持
つ
著
名
な
人
物
に
春
日
蔵
首
老
が
あ
り
、『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年

（
七
〇
一
）
三
月
条
に
、

令
二

僧
弁
紀
還
俗
一

。
代
度
一
人
、
賜
二

姓
春
日
首
名
老
一

、
授
二

追
大
壱
一

。

と
あ
る
。『
懐
風
藻
』
に
詩
一
首
（「
述
懐
」）
を
残
す
従
五
位
下
常
陸
介
春
日

蔵
老
、『
万
葉
集
』
に
歌
五
首
（
五
六
、
六
二
、
二
八
二
、
二
八
四
、
二
八
六
）

を
残
す
春
日
蔵
首
老
、
一
首
（
二
九
八
）
を
残
す
弁
基
と
同
一
人
物
で
あ
ろ

う
（『
万
葉
集
』
の
二
九
八
番
歌
の
左
注
に
「
右
或
云
、
弁
基
者
春
日
蔵
首
老

之
法
師
名
也
」
と
あ
る
）。
こ
の
ほ
か
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年
（
七
六

六
）
三
月
条
に
春
日
蔵
�
登
常
麻
呂
、
正
倉
院
文
書
に
春
日
蔵
首
大
市
（『
大

日
本
古
文
書
』
一
巻
六
三
二
頁
）
が
見
え
る
。

こ
の
春
日
蔵
の
春
日
を
大
和
の
春
日
（
添
上
郡
）
と
み
る
こ
と
も
で
き
る

が
、『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
よ
れ
ば
、
河
内
国
高
安
郡
の
条
に
「
春
日
戸
社
坐

御
子
神
社
」
が
あ
り
、
ま
た
同
郡
の
天
照
大
神
高
座
神
社
の
注
に
「
元
名
二

春

日
戸
神
一

」
と
あ
っ
て
、
河
内
の
地
名
と
も
考
え
ら
れ
る
。
大
和
で
は
添
上
郡

や
そ
の
周
辺
の
地
に
蔵
（
内
蔵
）
氏
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
河
内

で
は
高
安
郡
に
近
い
古
市
郡
に
蔵
氏
の
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、

「
春
日
蔵
首
」
の
春
日
は
河
内
国
高
安
郡
の
地
名
に
よ
る
と
す
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。
こ
の
氏
の
本
貫
は
従
っ
て
河
内
高
安
郡
の
付
近
に
在
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

川
原
蔵
人
を
含
め
て
こ
れ
ら
ク
ラ
ヒ
ト
氏
族
は
朝
廷
の
蔵
に
勤
務
す
る
下

級
官
人
を
出
し
、
蔵
首
に
率
い
ら
れ
、
朝
廷
に
上
番
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
ク
ラ
ヒ
ト
氏
族
が
上
司
の
蔵
首
や
、
本
宗
家
の
西
文
首
と
同
族
関
係
に
あ
っ

た
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
何
等
か
の
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て

よ
か
ろ
う
。

改
め
て
西
文
氏
の
一
族
・
同
族
の
職
掌
を
ま
と
め
る
と
、
蔵
首
は
春
日
倉

首
と
連
携
し
て
、
川
原
・
河
内
・
白
鳥
・
次
田
・
高
安
・
尾
張
の
諸
ク
ラ
ヒ

ト
を
率
い
て
蔵
の
管
理
に
従
い
、
船
史
・
津
史
は
水
運
・
舟
行
の
管
理
・
運

営
を
担
当
、
馬
史
（
武
生
連
）
は
陸
運
を
担
当
し
て
、
蔵
の
経
営
に
貢
献
し

た
の
で
あ
る
。
大
和
政
権
の
財
政
の
か
な
り
大
き
な
部
分
が
、
中
河
内
の
地

域
に
分
布
す
る
西
文
氏
同
族
団
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
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春
日
蔵
首
老
伝
考



と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
要
点
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、

�１

蔵
氏
が
西
文
首
と
同
族
関
係
に
あ
る
。

�２

春
日
倉
首
も
、
河
内
の
蔵
氏
と
同
族
関
係
に
あ
っ
た
。

�３

そ
の
氏
姓
を
持
つ
著
名
な
人
物
が
「
春
日
蔵
首
老
」
で
あ
る
。

�４
「
春
日
蔵
首
」
の
春
日
は
河
内
国
高
安
郡
の
地
名
に
よ
り
、
本
貫
も
河
内
高

安
郡
の
付
近
に
あ
っ
た
。

�５
「
蔵
首
」
は
、
ク
ラ
ヒ
ト
氏
族
の
上
司
で
あ
る
。

�６
「
蔵
首
」
は
、「
春
日
ク
ラ
ヒ
ト
」
と
連
携
し
て
、
諸
ク
ラ
ヒ
ト
氏
族
を
率

い
て
蔵
の
管
理
、
経
営
に
当
り
、
大
和
政
権
（
天
皇
家
）
の
財
政
の
大
部
分

を
担
当
し
て
い
た
。

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、「
蔵
首
」
の
職
掌
・
職
階
と
と
も
に
、
そ
の

呼
称
は
、「
ク
ラ
ヒ
ト
」
で
は
な
く
、「
ク
ラ
ノ
オ
ビ
ト
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
こ

と
が
確
定
で
き
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
藤
原
房
前
室
春
日
蔵
首
老
女

老
の
伝
記
考
証
の
も
う
一
点
は
、
新
大
系
本
別
巻
『
萬
葉
集
索
引
』（
二
〇
〇
四

年
）
の
「
人
名
索
引
」
の
解
説
に
、

そ
の
娘
は
藤
原
房
前
の
室
と
な
る
。

と
い
う
一
文
で
あ
る
。
こ
う
し
た
指
摘
は
、
万
葉
学
界
に
あ
っ
て
は
こ
の
新
大
系

本
が
初
出
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
は
、『
尊
卑
分
脈
』
の
、
藤
原
摂
関
家
の
系
図
（
次
頁
『
新
訂
増
補
國
史
大
系
』
本

に
よ
る
。）
に
、
不
比
等
の
二
子
、
房
前
の
子
、「
鳥
養
」
の
母
に
つ
い
て
、

母
従
五
下
春
�
首
老
女

と
あ
る
「
春
�
首
老
」
を
、「
春
日
蔵
首
老
」
と
す
る
見
解
で
あ
り
、
私
見
に
よ
れ

ば
、
こ
の
記
事
に
着
目
し
た
最
初
に
し
て
唯
一
の
論
考
は
、
高
島
正
人
『
奈
良
時

代
諸
氏
族
の
研
究－

議
定
官
補
任
氏
族－

』（
吉
川
弘
文
館
。
一
九
八
三
年
）
所
収

の
「
奈
良
時
代
の
藤
原
朝
臣
氏
」
で
、

房
前
の
室
お
よ
び
子
女
に
つ
い
て
み
る
と
『
尊
卑
分
脈
』
は
鳥
養
・
永
手
・

真
楯
・
清
河
・
魚
名
・
御
楯
・
遂
竈
・
楓
麻
呂
・
千
尋
お
よ
び
女
二
名
（
豊

成
室
・
仲
麻
呂
室
）
の
十
一
名
を
房
前
の
子
女
と
し
て
列
挙
し
、
鳥
養
の
母

は
春
日
蔵
（
春
職
）
首
老
の
女
、
永
手
・
真
楯
・
御
楯
の
三
子
の
母
は
美
奴

王
の
女
牟
漏
女
王
、
清
河
の
母
は
片
野
朝
臣
の
女
、
魚
名
の
母
は
兄
清
河
の

女
、
楓
麻
呂
の
母
は
阿
波
采
女
と
み
え
、
王
室
牟
漏
女
王
の
他
に
四
人
の
側

室
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
う
ち
千
尋
は
御
楯
（
八
束
）
の
本
名
で
、

重
出
か
と
疑
わ
れ
、
魚
名
の
母
を
兄
清
河
の
女
と
す
る
の
は
年
代
が
あ
わ
ず

疑
問
で
あ
り
、
遂
竈
は
一
切
の
所
見
を
欠
き
他
書
に
も
名
が
み
え
ず
後
述
の

よ
う
に
『
続
日
本
紀
』
が
楓
麻
呂
を
第
七
子
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば

そ
の
実
在
に
疑
い
が
も
た
れ
る
。
あ
る
い
は
聖
武
天
皇
夫
人
と
な
っ
た
房
前

の
女
の
本
名
で
あ
ろ
う
か
。『
続
日
本
紀
』
に
は
、
後
述
す
る
永
手
・
真
楯
・

清
河
・
魚
名
・
御
楯
・
楓
麻
呂
の
各
薨
伝
に
、
そ
れ
ぞ
れ
房
前
の
第
二
子
・

第
三
子
・
第
四
子
・
第
五
子
・
第
六
子
・
第
七
子
と
み
え
、
藤
原
宇
比
良
古

の
薨
伝
に
「
贈
太
政
大
臣
房
前
之
女
也
」
と
あ
り
、
聖
武
天
皇
の
藤
原
夫
人

の
薨
伝
に
「
贈
正
一
位
太
政
大
臣
房
前
之
女
也
」
と
み
え
る
。
従
っ
て
女
子

は
豊
成
室
・
仲
麻
呂
室
の
二
女
の
他
に
聖
武
天
皇
夫
人
と
し
て
宮
中
に
仕
え

た
女
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
上
、

橘
朝
臣
条
に
は
牟
漏
女
王
が
房
前
の
室
と
な
り
永
手
・
真
楯
ら
を
生
ん
だ
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

と
し
、
ま
た
、
同
書
所
収
「
奈
良
時
代
中
後
期
の
藤
原
北
家
」
で
、
鳥
養
に
つ
い
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て
、

鳥
養
は
、
そ
の
授
爵
年
次
か
ら
み
て
房
前
の
長
子
で
あ
る
。
授
爵
時
の
位

階
正
六
位
上
な
ら
び
に
和
銅
五
年
に
生
れ
た
次
男
永
手
の
授
爵
年
次
と
授
爵

時
の
位
階
従
六
位
上
な
ど
か
ら
鳥
養
は
慶
雲
初
年
ご
ろ
の
出
生
と
推
測
さ
れ

る
。
天
平
元
年
八
月
正
六
位
上
よ
り
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
（
続
紀
、
同

月
癸
亥
条
）
が
、
こ
れ
が
正
史
に
み
え
る
唯
一
の
知
見
で
そ
の
後
の
消
息
は

知
ら
れ
な
い
。
し
か
し
藤
原
小
黒
麻
呂
の
伝
（
補
任
、
宝
亀
十
年
条
）
に
「
贈

太
政
大
臣
房
前
之
孫
。
従
五
位
下
鳥
養
二
男
。
母
正
四
位
下
伴
宿
禰
道
足
女
」

と
み
え
、
鳥
養
が
房
前
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
、
従
五
位
下
を
以
て
こ
の
世
を

去
っ
た
こ
と
、
室
に
正
四
位
下
大
伴
道
足
の
女
が
あ
り
、
二
男
小
黒
麻
呂
を

生
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
小
黒
麻
呂
は
天
平
五
年
の
出

生
と
伝
え
る
か
ら
、
鳥
養
は
こ
の
こ
ろ
ま
で
は
ま
だ
こ
の
世
に
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
従
五
位
上
へ
の
昇
叙
を
み
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
小
黒
麻
呂
の
出
生
か
ら
間
も
な
く
、
天
平
九
年
の
父
房
前
の
薨
去
に
先

立
っ
て
こ
の
世
に
別
れ
を
告
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
尊
卑
分
脈
』（
摂
家
相
続

孫
）
は
鳥
養
を
房
前
の
第
一
男
、
極
位
を
従
五
位
下
、
母
を
従
五
位
下
春
職

首
老
の
女
、
室
を
正
四
位
下
大
伴
道
足
女
と
記
し
、
子
に
長
子
塩
麻
呂
・
二

男
小
黒
麻
呂
二
名
を
挙
げ
、
い
ず
れ
も
道
足
女
の
腹
に
生
れ
た
同
母
の
兄
弟

と
伝
え
て
い
る
。

と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
高
島
正
人
『
藤
原
不
比
等
』（
吉
川
弘
文
館
。
一
九
九
七

年
）
の
略
年
譜
か
ら
摘
記
す
れ
ば
、

大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
房
前
出
仕
、
正
六
位
下
（
満
二
〇
歳
）

大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
正
月
、
次
男
房
前
正
六
位
下
、
東
海
道
巡
察
使

○
こ
の
こ
ろ
房
前
春
日
蔵
首
老
の
女
と
結
婚

慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
こ
の
頃
、
長
男
鳥
養
誕
生
。
○
十
二
月
、
房
前
従
五

下

と
し
て
お
り
、
鳥
養
の
母
が
、
老
の
娘
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
房
前
と
の
結
婚
の
経

緯
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

老
は
、
続
紀
に
よ
れ
ば
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
三
月
九
日
条
に
、

か
す
が
の
く
ら

僧
弁
紀
を
し
て
還
俗
せ
し
む
。
代
へ
度
す
る
こ
と
一
人
。
姓
春
日
倉
首
、
名

老
を
賜
ひ
、
追
大
壱
を
授
く
。

と
あ
り
、「
二
九
八
番
歌
」
の
左
注
に
は
、

弁
基
は
春
日
蔵
首
老
の
法
師
の
名
な
り

と
あ
っ
て
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
三
月
以
前
に
は
僧
籍
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
に
房
前
の
妻
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
女
は
、
時
に
十
三
歳
以

上
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
十
三
歳
以
上
と
す
る
根
拠
は
、
中
大
兄
、
鎌
足
ら

の
志
向
し
た
律
令
体
制
作
り
を
継
続
大
成
し
た
不
比
等
の
、
次
男
房
前
の
結
婚
で

あ
れ
ば
、
当
然
、
令
の
条
を
遵
守
し
た
は
ず
で
あ
る
。
養
老
の
戸
令
（
大
宝
令
も

同
様
で
あ
っ
た
）
に
、

凡
そ
男
の
年
十
五
、
女
の
年
十
三
以
上
に
し
て
、
婚
嫁
聴
せ
。

と
あ
り
、
こ
の
規
定
は
全
文
字
、
唐
令
と
同
文
で
、
早
婚
禁
止
が
目
的
で
あ
っ
た

注
（
７
）

と
す
る
見
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

房
前
の
誕
生
が
、
天
武
一
〇
年
（
六
八
一
）
と
す
れ
ば
、
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）

時
は
、
二
十
二
歳
で
あ
る
。
こ
れ
が
初
婚
と
す
れ
ば
、「
年
十
五
」
の
規
定
か
ら
す

れ
ば
晩
婚
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
老
の
娘
の
年
齢
は
、
お
そ
ら
く
十
三
歳
以

上
、
二
十
歳
以
下
の
頃
で
あ
っ
た
か
と
幅
を
も
っ
て
推
定
し
て
お
き
た
い
。
十
三

歳
と
す
れ
ば
、
房
前
よ
り
九
歳
年
下
、
二
十
歳
と
す
れ
ば
二
歳
年
下
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
出
生
年
も
、
天
武
十
二
年
（
六
八
三
）
か
ら
持

（ ）８―８―



統
四
年
（
六
九
〇
）
の
間
と
推
定
し
た
い
。
と
す
る
と
、
父
、
老
の
、
僧
籍
の
期

間
も
、
そ
の
頃
か
ら
大
宝
元
年
三
月
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
老
の
年
齢
も
、

娘
を
儲
け
た
頃
に
は
、
二
十
歳
以
後
と
推
定
す
れ
ば
、
老
の
出
生
は
、
天
智
二
年

（
六
六
三
）
か
ら
天
智
九
年
（
六
七
〇
）
の
間
と
推
定
で
き
よ
う
か
。

老
の
年
齢
と
、
房
前
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
一
つ
の
視
点
と
し
て
、
房

前
の
「
乳
母
」
と
い
う
人
物
を
想
定
し
て
み
た
い
と
思
う
。
た
と
え
ば
、『
家
伝
』

下
、
武
智
麻
呂
伝
に
、

ふ
ぢ
は
ら
の
さ
だ
い
じ
ん

い
み
な

む

ち

ま

ろ

さ
き
や
う

ひ
と

だ
い
し
や
う
だ
い
じ
ん
ふ
び
と

こ
の
か
み

藤
原
左
大
臣
、
諱
は
武
智
麻
呂
、
左
京
の
人
な
り
。
太
政
大
臣

史
の
長
子
に

そ

い
ろ
は

そ
が
の
く
ら
の
お
ほ
お
み

む
す
め

て
ん

む

て
ん
わ
う
そ
く

ゐ

く
ね
ん
さ
い
し
か
う
し
ん
の

し
て
、
其
の
母
は
宗
我
蔵
大
臣
の
女
な
り
。
天
武
天
皇
即
位
九
年
歳
次
庚

辰

う

づ
き
の
と
を
か
あ
ま
り
い
つ
か

お
ほ
は
ら

て
い

う

ぎ

も

さ
か

と

四
月

十

五

日
に
、
大
原
の
第
に
誕
ま
れ
き
。
義
、
茂
く
栄
ゆ
る
を
取
り
て
、

か
れ

な

お
さ
な

そ

い
ろ
は

う
し
な

ち

な
み
た
な
が

く
だ

そ
こ
な

枯
名
と
し
き
。
幼
く
し
て
其
の
母
を
喪
ひ
、
血
の
泣
し
て
摧
け
残
は
れ
、

こ
み
づ

く
ち

い

ほ
と
ほ
と

た
ま
し
ひ

ほ
ろ
ぼ

こ
れ

ち
か
ら
な

し
ん

漿
も
口
に
入
ら
ず
し
て
、
幾
に
性
を
滅
さ
む
と
し
き
。
茲
よ
り
�
弱
く
、
進

し
ゆ

や
ま
ひ
ほ
こ

趣
す
れ
ど
も
病
饒
り
ぬ
。

と
あ
り
、
母
娼
子
は
、「
次
男
房
前
を
生
ん
だ
あ
と
産
後
の
日
立
ち
で
も
悪
か
っ
た

注
（
８
）

の
で
あ
ろ
う
か
、
二
人
の
幼
児
を
こ
の
世
に
残
し
、
若
く
し
て
あ
の
世
に
去
っ
た
」

注
（
９
）

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
皇
親
貴
顕
の
家
で
は
、「
乳
母
」
を
置
く
こ
と
が

慣
習
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
武
智
麻
呂
付
き
の
乳
母
の
他
に
、
房
前
付
き
の
乳

母
が
用
意
さ
れ
た
と
し
て
よ
い
。
不
比
等
が
生
後
、
田
辺
史
大
隈
家
に
よ
っ
て
養

育
さ
れ
た
の
と
同
様
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
い
。
そ
の
場
合
、
想
定
で
き
る
の
は

二
つ
で
、
老
は
、

�１

そ
の
乳
母
の
子
供
で
あ
る
こ
と
。

�２

そ
の
乳
母
の
夫
で
あ
る
こ
と
。

で
あ
る
が
、
老
の
娘
が
房
前
の
妻
と
な
り
、
鳥
養
を
生
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
�１
で
は
な
く
、
�２
の
可
能
性
が
大
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
、
天
武
一
〇
年
（
六

八
一
）
に
、
老
の
年
齢
は
二
十
歳
代
前
半
の
二
十
二
、
三
歳
と
推
定
で
き
よ
う注（
１０
）

か
。

こ
う
し
た
推
定
が
正
鵠
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
、
不
比
等
家
の
家
司
か
、

田
辺
史
大
隈
家
と
血
縁
地
縁
の
周
辺
帰
化
系
氏
族
の
人
、
た
と
え
ば
大
石
村
主
家

の
安
麻
呂
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
よ
う
か
。
老
の
生
涯
は
、
父
子
三
代
に
亘
っ
て

不
比
等
家
、
と
く
に
房
前
家
と
の
関
係
が
緊
密
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
生

涯
と
歌
作
と
の
背
景
基
盤
を
考
察
す
る
に
有
益
な
視
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
提
言
し
て
お
き
た
い
。

六
、
お
わ
り
に

以
上
、
粗
雑
な
が
ら
春
日
蔵
首
老
に
関
す
る
新
し
い
視
点
二
つ
を
提
案
し
た
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。

注（
１
）

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
代
の
テ
キ
ス
ト
と
い
え
ば
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
萬

葉
集
』（
一
九
五
七
年
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
「
ク
ラ
ビ
ト
」
で
、
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉

集
注
釋
』（
一
九
五
七
年
）
も
「
ク
ラ
ビ
ト
」
で
あ
っ
た
。

（
２
）
「
首
」
は
、
神
代
記
に

足
名
鉄
神
を
喚
し
て
、
告
し
て
言
ひ
し
く
、「
汝
は
、
我
が
宮
の
首
に
任
け
む
」
と
い
ひ

ま
た

き
。
且
、
名
を
負
ほ
せ
て
、
稲
田
宮
主
須
賀
之
八
耳
神
と
字
け
き
。

と
あ
り
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
古
事
記
』
の
頭
注
に
は
、「「
首
お
び
と

」
は
大
人

お
お
ひ
と
の
約
。
宮
の
長
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
成
務
天
皇
四
年
二
月
条
に
、

こ
れ

く
に
こ
ほ
り

を

さ

な

あ
が
た
む
ら

か

み

な

の

ち

を
さ

是
、
国
郡
に
君
長
無
く
、
県
邑
に
首
渠
無
け
れ
ば
な
り
。
今
よ
り
以
後
、
国
郡
に
長
を

か
み

す
な
は

そ
の
く
に

か
ん
れ
う
の
ひ
と

そ

か

み

立
て
、
県
邑
に
首
を
置
か
む
。
即
ち
当
国
の
幹
了
者
を
取
り
て
、
其
の
国
郡
の
首
長
に

ま

こ
れ

う
ち
つ
く
に

は
ん
ぺ
い

な

任
け
よ
。
是
、
中
区
の
藩
屏
と
為
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
。

と
あ
り
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
日
本
書
紀
』
の
頭
注
に
、「「
首
渠
」
は
、
長
、
帥

ひ
き
い

る
人
。」
と
あ
る
。

（
３
）

岩
波
文
庫
『
古
語
拾
遺
』（
西
宮
一
民
校
注
）
の
雄
略
天
皇
朝
の
こ
と
と
し
て
、

く
に
ぐ
に

み
つ
き
も
の

と
し
ど
し

み

あ
ふ

お
ほ
く
ら

そ
が
の
ま
ち
の

此
よ
り
後
、
諸
国
の
貢
調
、
年
年
に
盈
ち
溢
れ
き
。
更
に
大
蔵
を
立
て
て
、
蘇
我
麻
智

す
く
ね

み
つ
の
く
ら

い
み
く
ら

う
ち
の
く
ら

お
ほ
く
ら

し

ら

宿
禰
を
し
て
三
蔵
〔
斎
蔵
・
内
蔵
・
大
蔵
。〕
を
検
校
し
め
、
秦
氏
を
し
て
其
の
物
を

―９―（ ）９
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あ
げ
お
ろ
し

や
ま
と
か
ふ
ち

ふ
み
う
ぢ

し
る
し
ぶ
み

か
む
が

し
る

こ
こ

あ
や

出
納
せ
し
め
、

東
西
の
文
氏
を
し
て
、
其
の
簿
を
勘
へ
録
さ
し
む
。
是
を
以
て
、
漢

う
ぢ

う
ぢ

う
ち
の
く
ら

お
ほ
く
ら

は
だ

あ
や

う
ち
の
く
ら

お
ほ

氏
に
姓
を
賜
ひ
て
、
内
蔵
・
大
蔵
と
為
す
。
今
、
秦
・
漢
の
二
氏
を
し
て
、
内
蔵
・
大

く
ら

か
ぎ
つ
か
さ

く
ら
ひ
と
べ

こ
と
の
も
と

蔵
の
主
鎰
・
蔵
部
と
為
す
縁
な
り
。

と
あ
る
。

（
４
）
『
日
本
古
典
文
学
大
系

日
本
書
紀
』
に
は
、「
く
ら
の
つ
か
さ
」
と
訓
み
、
頭
注
に
、

記
に
は
「
天
皇
於
レ

是
、
以
二

阿
知
直
一

、
始
任
二

蔵
官
一

、
亦
給
二

粮
地
一

」
と
あ
り
、
古
語

拾
遺
に
は
「
至
二

於
後
磐
余
稚
桜
朝
一

、
三
韓
貢
献
、
奕
レ

世
無
レ

絶
。
斎
蔵
之
傍
、
更
建
二

内
藏
一

、
分
二

収
官
物
一

。
仍
令
下

阿
知
使
主
与
二

百
済
博
士
王
仁
一

、
記
中

其
出
納
上

。
始
更

定
二

蔵
部
一

」
と
あ
る
。
古
語
拾
遺
の
三
蔵
起
源
説
話
に
は
疑
わ
し
い
点
が
多
い
が
、
大

蔵
・
内
蔵
が
令
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
、
雄
略
朝
に
設
置
が
伝
え
ら
れ

る
大
蔵
（
後
の
大
蔵
省
）
に
対
し
、
こ
こ
の
蔵
職
が
令
制
の
内
蔵
寮
の
も
と
を
な
す
官

司
を
さ
し
て
い
る
可
能
性
は
つ
よ
い
。
↓
補
注
１４－

一
七
。

と
あ
り
、
補
注
に
、『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
諸
蕃
、
太
秦
公
宿
祢
条
の
続
き
の
秦
氏
な
ど
忌

寸
族
の
伝
承
及
び
『
古
語
拾
遺
』
雄
略
朝
の
記
事
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
、『
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集

日
本
書
紀
』
に
は
、「
く
ら
つ
か
さ
」
と
訓
み
、
頭
注
に
、

記
に
「
阿
知
直
を
始
め
て
蔵
官
に
任
ま
け
」
と
あ
り
、『
古
語
拾
遺
』
に
は
、
履
中
朝
に

内
蔵
を
、
雄
略
朝
に
大
蔵
を
建
て
た
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
所
伝
を
そ
の
ま
ま
史
実
と
は

で
き
な
い
が
、
令
制
の
内
蔵
寮
の
前
身
で
、
天
皇
家
の
財
政
を
管
理
す
る
官
司
が
令
制

以
前
か
ら
存
在
し
、
蔵
職
ま
た
は
蔵
官
（
ど
ち
ら
も
訓
み
は
ク
ラ
ノ
ツ
カ
サ
）
と
呼
ば

れ
た
こ
と
は
事
実
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
起
源
が
履
中
朝
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。

と
あ
る
。

（
５
）
『
南
法
華
寺
古
老
伝
』
は
、「
南
法
華
寺
」（
俗
に
「
壷
阪
寺
」）
所
蔵
の
明
應
五
年
（
一

四
九
六
）
の
写
本
一
冊
（
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
五
月
、
笠
置
の
貞
慶
（
解
脱
上
人
）

の
選
述
）
で
、
こ
れ
を
最
初
に
紹
介
・
論
及
し
た
の
は
、
福
山
敏
男
『
奈
良
朝
寺
院
の
研

究
』（
一
九
四
八
年
二
月
）
所
収
「
壷
阪
寺
（
南
法
華
寺
）」
で
あ
る
。
永
井
論
文
の
①
⑥

に
翻
刻
が
あ
る
。

（
６
）

石
川
朝
臣
難
波
麻
呂
の
常
陸
守
任
官
と
同
時
に
介
と
な
り
、
難
波
麻
呂
在
任
中
の
、
養

老
二
年
五
月
以
前
に
「
風
土
記
撰
述
」
を
し
た
と
す
る
が
、
撰
述
に
老
が
関
係
し
た
こ
と

は
濃
厚
で
あ
る
と
し
て
も
、
守
・
介
の
任
免
が
同
時
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
政
務
の
円
滑
な
継
続
性
の
面
か
ら
見
て
不
都
合
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
二
官
の

任
免
は
、
一
・
二
年
の
前
後
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
後
任
国
守
藤
原
宇

合
は
、
房
前
の
弟
で
あ
り
、
房
前
の
室
に
は
老
の
娘
が
お
り
、
そ
の
長
子
鳥
養
を
生
ん
で

い
る
と
い
う
関
係
で
あ
れ
ば
、
不
比
等
の
人
事
と
し
て
は
、
老
が
介
で
い
る
常
陸
の
守
に

宇
合
を
配
す
る
こ
と
の
妙
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
宇
合
の
守
時
代

に
、
上
撰
し
た
も
の
か
と
考
え
て
み
た
い
。

（
７
）

高
島
正
人
『
藤
原
不
比
等
』（
吉
川
弘
文
館
。
一
九
九
七
年
）
に
、

奈
良
時
代
よ
り
ま
え
の
文
武
天
皇
代
の
戸
籍
（
岐
阜
県
や
九
州
諸
国
の
戸
籍
が
残
っ

て
い
る
）
や
奈
良
時
代
の
戸
籍
・
計
帳
を
し
ら
べ
る
と
、
大
宝
令
施
行
以
前
に
は
十
二

歳
以
下
で
子
ど
も
を
生
ん
だ
例
が
数
例
あ
る
。
最
年
少
は
九
歳
で
生
ん
で
お
り
、
結
婚

は
そ
れ
よ
り
十
ヵ
月
以
上
早
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
相
当
の
早
婚
で
あ
っ
た

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
宝
令
の
制
定
者
ら
は
七
世
紀
に
お
け
る
わ
が
国
の
実
情
を
十
分
検
討
の
う
え
、
十

二
歳
以
下
で
の
女
子
、
男
子
も
十
五
歳
に
達
し
な
け
れ
ば
結
婚
を
許
す
べ
き
で
な
い
と

考
え
、
唐
令
の
規
定
を
妥
当
と
し
て
大
宝
・
養
老
両
令
に
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ば
早
婚
禁
止
が
目
的
で
、
わ
が
国
で
は
十
四
歳
以
下
の
男
子
、
十
二
歳
以
下
の

女
子
の
結
婚
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
以
後
こ
の
規
定
は
よ
く
守
ら
れ
、
奈
良
時
代
の
戸

籍
や
計
帳
に
よ
れ
ば
、
大
宝
令
施
行
以
後
に
十
二
歳
以
下
で
子
を
生
ん
だ
実
例
は
皆
無

で
あ
る
。

と
あ
る
。

（
８
）

注
（
７
）
と
同
じ
。

（
９
）
『
後
宮
職
員
令
』
に
、

し
ん
わ
う

に
う
も

や
し
な

凡
そ
親
王
及
び
子
に
は
、
皆
乳
母
給
へ
。
親
王
に
三
人
、
子
に
二
人
。
養
へ
ら
む
所

み

し

い
ふ
と

た

か

の
子
、
年
十
三
以
上
な
ら
ば
、
乳
母
身
死
に
た
り
と
雖
も
、
更
に
立
て
替
ふ
る
こ
と
得

か
う
じ
よ

な
ら
び

く
う
に
ん

じ

ぐ
ゑ

に
よ
じ
ゆ

か
ぎ
り

じ
。
其
れ
考
叙
は
、
並
に
宮
人
に
准
へ
よ
。
自
外
の
女
竪
は
、
考
叙
の
限
に
在
ら
ず
。

と
あ
り
、
ま
た
、
高
島
正
人
『
藤
原
不
比
等
』
に
、

当
時
に
お
け
る
中
央
豪
族
層
（
の
ち
の
貴
族
層
）
の
家
族
形
態
に
つ
い
て
は
必
ず
し

ふ

し
よ
こ
ん

ぼ

し
よ
こ
ん

も
明
ら
か
で
な
い
が
、
婚
姻
形
態
は
一
夫
多
妻
で
、
父
処
婚
と
母
処
婚
（
妻
問
い
婚
）

（ ）１０―１０―



が
混
在
し
、
子
女
出
生
の
際
に
は
乳
母
が
用
意
さ
れ
、
ま
た
し
ば
し
ば
父
母
の
手
元
を

離
れ
て
養
家
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
。

と
あ
る
。

（
１０
）

こ
う
し
た
推
定
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
鳥
養
の
母
で
あ
る
老
の
娘
は
、
房
前
と
同
年
の
乳

姉
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

―１１―（ ）１１
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